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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い

る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
遺
伝
子
的
に
か

な
り
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
し
て
出
現
し
た
か
は
、
い
ま
の

と
こ
ろ
不
明
で
す
。

主
な
症
状
と
し
て
は
、　

℃
以
上
の
発

３８

熱
、
咳
、
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
な
ど
で
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
肺
炎
像
が
見
ら

毎
年
お
な
じ
み
の

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ま
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
大

昔
よ
り
世
界
的
大
流
行
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。１
９
１
８
年
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
で
は
、

全
世
界
の
罹
患
者
数
６
億
、死
亡
者
は
４
、

０
０
０�
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル

ス
粒
子
の
抗
原
性
の
違
い
か
ら
、
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
の
３
型
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
う
ち
Ａ
型

と
Ｂ
型
が
流
行
し
ま
す
。
わ
が
国
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年　

月
下
旬
か
ら
発

１１

生
が
始
ま
り
、
翌
年
の
１
〜
３
月
頃
に
そ

の
数
が
増
加
、
以
後
減
少
と
い
う
パ
タ
ー

ン
を
と
り
ま
す
。
発
熱
、
頭
痛
、
全
身
の

倦
怠
感
、筋
関
節
痛
な
ど
が
突
然
現
わ
れ
、

咳
、
鼻
汁
な
ど
が
こ
れ
に
続
き
、
約
１
週

間
で
軽
快
す
る
の
が
典
型
的
で
す
。

正
確
な
診
断
に
は
ウ
イ
ル
ス
学
的
な
裏

付
け
が
必
要
で
、
現
在
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
抗
原
を
検
出
す
る
迅
速
キ
ッ
ト
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
特
異
的
療
法
と
し
て
、
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
る
治
療
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ア
マ

ン
タ
ジ
ン
（
商
品
名
�
シ
ン
メ
ト
レ
ル
）

は
、
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に
あ
る
Ｍ
２

蛋
白
に
作
用
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
へ
の

侵
入
を
阻
止
し
ま
す
が
、
Ｂ
型
で
は
Ｍ
２

蛋
白
が
存
在
し
な
い
の
で
無
効
で
す
。
そ

の
他
ウ
イ
ル
ス
の
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
作

用
を
阻
害
し
、
細
胞
内
で
増
殖
し
た
ウ
イ

ル
ス
が
細
胞
外
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
を
抑

制
す
る
薬
と
し
て
吸
入
薬
の
ザ
ナ
ミ
ビ
ル

（
商
品
名
�
リ
レ
ン
ザ
）
と
経
口
の
オ
セ

ル
タ
ミ
ビ
ル
（
商
品
名
�
タ
ミ
フ
ル
）
が

あ
り
ま
す
。
と
も
に
Ａ
、
Ｂ
両
型
に
対
し

効
果
あ
り
ま
す
が
症
状
発
現
か
ら　

時
間

４８

以
内
に
投
与
開
始
し
な
い
と
効
果
が
低
い

の
で
診
断
が
つ
き
次
第
速
や
か
に
投
与
す

べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
高
熱
な
ど
の
症
状
を
軽

く
し
、
合
併
症
に
よ
る
入
院
や
死
亡
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
特
に　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
し
い
感
染
症
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
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（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
）
の
略
で
、
昨
年　

月
に
中
国
広
東
省

１１

に
端
を
発
し
、
世
界
中
の
い
く
つ
か
の
国

で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
新
し
く
発
見

さ
れ
た
感
染
症
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
原
因
と
な
る
病
原
体
は
世

界
保
健
機
関�
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）�

に
よ
り
新
型

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
決
定
さ

れ
、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

も
と
も
と
冬
場
に
か
ぜ
症
候
群
の
原
因
と

な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
症
状
は
軽
い
こ

と
が
多
く
、
今
ま
で
問
題
に
な
る
こ
と
は

無
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
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今年もインフルエンザのシーズンが近づいてきました。一
昨年より高齢者へのワクチンにおいては、地方自治体から
一部補助されるようになり、また、報道などで一般への関
心も高まったおかげでワクチン接種も広く行われ、昨シー
ズンは、大流行が避けられた感があります。インフルエン
ザも充分気をつけなければいけないものですが今年初めよ
り話題となったSARS（サーズ）も注意が必要です。今回
はインフルエンザとSARSについてそれぞれお話したい
と思います。

今回は、「インフルエンザとSARS」について、
呼吸器科の水野先生にお話を伺いました。


